
新聞の４コマ漫画における音象徴語

金 裕 成

．はじめに

日常の会話で耳にする音象徴語は，生き生きした表現によって話がはかどることも，

相手との親しみを表すこともできる。このような音象徴語は，たとえ耳慣れない語が使

われたとしても，それまでの話の文脈や話し手の表情・身振りなどから大体理解できる

ものであろう。

さて，日本語の中には，数多くの音象徴語が存在している。音象徴語だけを収録して

いる辞典の項目を見てもすぐ気付くであろうが，辞典に載っていない語もかなりあり，

そのような音象徴語も頻繁に使われていると思う。

ある代表的な小型国語辞典の見出し語（そのうち，“す”の部分に載っている語）を

『擬音語・擬態語辞典』と比べた結果がある。

擬音語・擬態語辞典だけにある語 語

国語辞典にもある語 語

国語辞典だけにある語 ２語（ずい，ずっ）

この結果だけを見る限り，国語辞典に載るものは，『擬音語・擬態語辞典』の約半分

ということになる。しかし，国語辞典にせよ，『擬音語・擬態語辞典』にせよ，どちら

も語の選択から出版までの長い期間があることや臨時的・俗語的性格などを切りすてる

傾向のあることを考えると，現在日常生活などで用いられている，本当に生き生きした

語は採られていないことがあると思われる。

従って，本稿は，出版されているものの中では，もっとも生き生きした表現を使って

いると思われる漫画を資料として，実際どのような音象徴語がどれぐらい使われている

かについて，その実態を把握しようと思う。

．調査の概要

漫画には，１コマ漫画も，４コマ漫画も，またストーリー漫画もあり，名称にしても，
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劇画と呼ばれる分野があったりコミックと呼ばれることもある。すべての出版物は，対

象と目的によって，用いる言葉も，内容の質も異なるといえようが，漫画はもっともそ

の幅が広いものの一つと思われる。本稿では，比較的言葉の偏りも少なく，内容の質も

高いと考えられる新聞の４コマ漫画を対象にした。

調査の対象は， 年１月から 年 月までの読売新聞における４コマ漫画の計

日分である。読売新聞（以下，新聞と呼ぶ）４コマ漫画のタイトルと作家は，〈表

１ のようであり，年度別の延べ語数及び異なり語数は，〈表２ のようになる。

資料は，各々の縮刷版を利用し，調査方法は，背景である地の文や，登場人物の言語

表現の中に用いられているすべての音象徴語を抽出する。

漫画の登場人物（主体）は，人間だけとは限らな

い。人間以外の動物であっても，その動物が発した

鳴き声はもちろん，地の文に用いられている動作や

状態を表したもの（図１），そして吹き出しの中の

言語表現（対話，反応）なども抽出した。

しかし，「音象徴語を研究対象とする限りは，音

象徴語と一般語彙の非音象徴語との識別のための条件，換言すれば音象徴語認定の基準

について吟味・考察を行う必要があるはずである」が，ここでは，音象徴語であると考

えられる語を抜き出し，「動詞の連用形の畳語」とか，「形容詞の語幹の畳語」（図２）・

「アルファベットを用いたもの」（図３）などのようなものを除外していく方法をとるこ
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〈表１

区分 タイトル 作家 日数

朝刊 コボちゃん 植田まさし

夕刊 サンワリ君 鈴木義司

〈表２ 新聞漫画における年度別の音象徴語

語数 １拍 ２拍 ３拍 ４拍 ５拍 ６拍 ７拍 ８拍 ９拍 拍 拍 合計

年
延べ語

異なり語

年
延べ語

異なり語

年
延べ語

異なり語

合計
延べ語

異なり語

図１〈 （朝）



とにした。選んだ音象徴語は，天沼寧編『擬音語・擬態語辞典』（以下，辞典と呼ぶ）

等と比較することにする。

．４コマ漫画の音象徴語の特徴

日本語の表記について，玉村文郎氏が，

「通例片仮名によって表される語を片仮名語という」として，「ドシン，ピューピュ

ー，パチン」などの「擬音語」をここに含め，「ギラギラ，ピカリ」のような擬態

語は「平仮名書きが普通である」

と指摘されているが，新聞の４コマ漫画の中の音象徴語は，強調の効果を高めようとす

るためか，擬音語・擬態語どちらも片仮名書きが圧倒的に多い。即ち，延べ語数 語

のうち，平仮名書きは 語しか見られない。しかも，その中の 語はすべて吹き出しの

対話文の中の例であり，地の文のケースは１例（図４）しかない。

また，日本語では普通「ん」で始まる語は見られないが，４コマ漫画のような場合に

はいびきを表す「ンゴー」のような特別な用例（図５）が現れている。

３．１ 拍数別の音象徴語

拍数の平均は， 拍であり，辞典の 拍と大きな差はない。しかし，辞典と比較

して，目立つ特徴は２拍語の占める比率が高いことである。その理由は，図６のように

擬音語が多く使われていることと，限られた紙面の中で，作家の意図を強烈に，かつは
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図２〈 （朝） 図３〈 （朝）

図４〈 （朝） 図５〈 （朝）



っきり伝えようとするためであろう。

なお，辞典においては，以下に示したような 語は，

語末に促音がついた形とか，あるいは４拍畳語の形で

は載っているが，語基それ自体としては載っていない

のも，もう一つの理由であると思う。

「カチ，ガチャ，ガバ，クー，グシュ，シー，ゾー，

ドー，ニャー，ヌー，ハー，パカ，パザ，バシャ，バチャ，ピタ，フー，フニャ，ブー，

ベリ」

また，「ギギ，キュイ，グシュ，ソー，チョピ，パキ，ビシャ，プシュ，ブチ，ペシ」

の 語は，どのような形でも載っていない。

このような２拍語の顕著さは，新聞漫画のみが持っている特徴と言えよう。

３．２ 音象徴語の型

音象徴語には，３．１でも見られるように４拍語から成るものがもっとも多いが，２

拍語・３拍語から成るものを合わせると，新聞・辞典どちらもこの三つの種類が全体の

９割近くを占めることになる。

このように音象徴語のほとんどであるとも言える２拍・３拍・４拍語を型別に分類し，

その語数と比率を表すと表４のようになる。参考のために，日向茂男編『擬音語・擬態

語の読本』の型を分類した結果と比較してみることにする。

仮に，新聞における音象徴語の型の順位を 位まで並べると，〈 ・ ・ ─・

ッ・ ン・ ッ＝ ーン・ ン＝ ッ リ・ ッ ッ＝ ─ ─＝ リ リ＝

─ のようになる。このうち，読本における音象徴語の型の 位までと重なるもの

は，下線を引いた８つの型であることが分かる。

一番多いのは，新聞漫画においても，読本においても，音象徴語の標準形（？）とも

言える 型であるが，その割合には大きな差がある。これは，４コマという限ら

れた紙面の中で，動きを描く漫画の特性をより一層活かすために， 型をもっと積極
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〈表３

対象 区分 ２拍 ３拍 ４拍 ５拍 ６拍 ７拍 ８拍 合計

新聞
延べ語数

異なり語数
（％）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

辞典 異なり語数
（％）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

（新聞の合計は，１拍語・９拍語・ 拍語・ 拍語まで含めた数字である）

図６〈 （夕）



的に使っているからであると考えられる。

３．３ 語頭の子音

一般語彙の音素分布については，「和語２拍名詞の出現位置別に見た音素頻度表」が

あり，そのうち，語頭に立つ子音の構成比は，／ ／（ ％）─／ ／（ ％）─／ ／

（ ％）……─／ ／（ ％）の順になっている。なお，和語３拍名詞についても，／

／（ ％）─／ ／（ ％）─／ ／（ ％）……／ ／（ ％）─／ ／（ ％）の順であ

るという先行研究がある。

さて，音象徴語の場合，辞典は，／ ／（ ％）─／ ／（ ％）─／ ／（ ％）─

／ ／（ ％）……の順であり，新聞漫画は，〈表５ のとおり，／ ／（ ％）─／ ／

（ ％）─／ ／（ ％）─／ ／（ ％）……の順になっている。従って，どちらも

音素／ ・ ・ ・ ／が語頭に立つ子音の順位４位以内に入っていることが分かる。

これを見ると，一般語彙と音象徴語の語頭に立つ子音は正反対であり，特に，一般語

彙においては，最下位であるとも言える音素／ ／が音象徴語においてはトップに立っ
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〈表４

拍 型
新聞 読本

拍 型
新聞 読本

数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％

２

ン

４

ッ ッ

ッ ─ ─

─ リ リ

ン リ

リ ッ

ッ リ

３

ッ ッ ン

ッ ン

ン

ッ

ッ ン

リ ─ッ

ン ─ッ

─ン

─ン ン

─ッ

─ ─

─ ─

─ ッ

４
─ン

ン ン ッ

（仮に，「ンゴー」は ─型に入れた。）



ていることが分かる。

３．４ 語末の特徴

音象徴語の語末はかなり特殊である。

日向茂男氏監修の『擬音語・擬態語の読本（以下，読本と呼ぶ）』（約 語収録）に，

次のように書かれている。

本書収録語の語末を見ると，多い順に，「り（ ％）─っ（ ％）─ん（ ％）」と

いう結果になっている。「っ」や「ん」が多いのは容易に想像がつくが，「り」がト

ップであったのはやや意外というべきか。ともあれ，ラ行音や促音・撥音が，擬音

語・擬態語の持つ，音と意味との必然性という特性を演出している大きな要素とな

っているようだ。この三つの音節が，擬音語・擬態語の半数の語末を支配している

ということになる。

しかし，〈表５ から，新聞の音象徴語の語末を見ると，多い順に，

「ん（ ％）─っ（ ％）─り（ ％）」

という結果になっており，このうち，「り」だけを比較して見ると，読本の半分にも及
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〈表５ 新聞漫画における語頭の子音及び語末の「り，っ，ん」

１拍 ２拍 ３拍 ４拍 ５拍 ６拍 ７拍 ８拍 ９拍 拍 拍 合計

語

頭

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

合計 （ ％）

語
末

り （ ％）

っ （ ％）

ん （ ％）

合 計 （ ％）

（仮に，「ンゴー」を「 」に入れた。）



ばないことが分かる。これは，「り」のほうがやや文語的であり，「っ，ん」のほうが俗

語的なものなので，漫画では多く使われていると考えられる。

また，〈表４ の リ型と 型との割合を見ても分かるように正反対の結果にな

っている。この結果を考えると，新聞において状態をつくる「り」が少ないことは，動

作の一コマを切りとる新聞漫画の特性であるとも考えられよう。

．おわりに

以上，見てきた新聞４コマ漫画について，音象徴語の使用実態と音韻の特徴について

まとめると，以下のようになる。

拍数別の音象徴語は，辞典に載っていない語が 語もあり，語基それ自体としては載

っていない語が 語もあるので，辞典に比べると，新聞４コマ漫画では２拍語の比率が

３倍以上にもなっている。

音韻の面においては，一般語彙の語頭にはあまり見られない音素／ ／がトップであ

った。また，語末の「り」は，辞典と読本のどちらもいちばん高い比率であったが，新

聞４コマ漫画においては最下位であることが目立つ特徴といえる。

語型は，一般的である 型が一番多いが，読本とは違って 型も 型

に次いで多く使われている。

今回は，異なり語の形だけにとどまったが，延べ語・意味との関係などについては今

後の課題としたい。
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